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発行日にご自宅まで本誌をお届けします。

定期購読のご案内

　クマの目撃情報が増える夏以降、とくに多い「クマに出会わないためにどうするか」というお問合
せ。できるだけ出会わないようにする方法をお教えすることはできても、「絶対に出会わない方法」
と言われると、私たちもさすがに困ってしまいます。
　しかし、お客様のなかには、今回の漫画のように「クマが生息しているなら行きません」という方
がいらっしゃるのも事実です。私たちの説明もむなしく、力及ばず悔しい気持ちもありますが、怖い
ものは何と言われようと怖いですよね…その気持ちも分かります。「クマが出るところには行かない」
というのも、ひとつの選択肢だと思います。
　クマだけに着目すると怖い気持ちが先立ちますが、他にも奥日光ではサルやシカ、キツネ、アナグ
マなど、さまざまな野生動物に出会えます。「クマがいるところ」ではなく「自然が豊かなところ」と思っ
ていただけたら、私たちは嬉しく思います。ぜひ、自然がいっぱいの奥日光にお越しくださいね。
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今号の特集
夏の湯ノ湖

　奥日光のビーチへ行こう！

奥日光の自然情報誌

月号

No.157

< 特集 1 >

< 特集 2 > イベント裏バナシ
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奥日光のビーチへ行
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！

千手ヶ浜千手ヶ浜

中
禅
寺
湖
北
岸

すめしたい、奥日光の（まるで）ビーチスポットをご紹介します！！

　日光の市街地
よりも約10℃気温が低く、

毎年多くの方が避暑に訪れる奥日光。
しかし、「涼しいのは良いけど、山より海の方が好き」

という方もいらっしゃるのではないでしょうか。そんな海派の方にもおす

　まずは、クリンソウのお花畑でも知られる千
手ヶ浜。低公害バスや遊覧船でもアクセスでき
るのが魅力。小さなお子さんや体力に自信のな
い方でも安心です。
　以前、本誌の特集（〇号）でも書きましたが、
上記の理由もあってか、夏にはお子さんが浜辺

　知る人ぞ知る！？奥日光のビーチ
スポットが中禅寺湖北岸。名前の通
り、中禅寺湖の北側にある歩道を歩
きます。
　アクセス方法は、菖蒲ヶ浜や千
手ヶ浜からの徒歩のみ。しかし、そ
のぶん人が少なく、とっても静か。
場合によっては白砂のビーチをひと
り占めできるかもしれません。

で水遊びをしたり、ラフな恰好の方々がシート
を広げてピクニックをしていることも。山奥で
あることを忘れてしまうかのような光景が広が
り、奥日光の憩いの場にもなっています。
　6 月にクリンソウが見頃を迎えると、バスも千
手ヶ浜も大混雑ですが、その間以外は静かなと
ころです。波の音をききながらのんびり過ごす
ことができます。浜のまわりは平らな道で、ほ
どよく日影もあるので、少しお散歩してみるの
も良いですね。波の音と涼しい風が、とっても
気持ち良いですよ。

乗り物からの景色も
楽しみながらアクセス可能！

　今回ご紹介したスポットのポイントは、「ほどよく日影があるこ
と」。戦場ヶ原はほとんど日影がなく、とくに真夏は、途中のベン
チで休憩していられないほどの直射日光を浴びることも。それに
対し、千手ヶ浜や中禅寺湖の歩道は大半が森の中。木漏れ日を感
じながら、湖沿いをゆったり歩くのは気持ち良いですよ。
　中禅寺湖の歩道沿いにベンチはありませんが、危なくなさそう
な浜におりて、自分だけの休憩スポットを探すことができます。
そんな楽しみも、ぜひ味わってみてください。

おすすめポイント

山もビーチも
ほどよく満喫できる

は、歩き通すと 6時間以上かかる行程。ビーチ目的なら、歌ヶ浜～阿世潟（あぜがた）
の往復がハイキングに最適です。また、南岸はスタートからゴールまで、男体山を
見ながら歩くことができます。さまざまな角度からの男体山を楽しみたい方にもオ
ススメのコースです！

　北岸と同様
に、中禅寺湖
には南岸コー
スもあります。
ただしこちら

　江戸時代の日光のガイドブック「日
光山志」では、千手ヶ浜の白砂につい
て「仏陀の遺骨にみたてる程ありがた
い白い砂、千手砂利（せんじゅのじゃ
り）」と書かれています。江戸時代ま
では千手ヶ浜に行くルートが存在しな
かったため、珍しい景観が広がる場所
とされていたようです。

千手ヶ浜の砂浜は昔
超レアだった！？

どうして
白い砂浜になるのか？

　白い砂浜の場所は、花崗岩で
形成されています。花崗岩には
色っぽく見える特徴があり、そ
の影響だと考えられます。
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御沢金剛峡 カクレ滝

ゼロから
始める
スノーシュー

　かつて修験者などが通っ
た道。景観の美しさだけで
なく、歴史ある場所でもあ
ることから、イベントでご
案内しています。
　一面が苔むした風景は、
まるで別の世界に迷いこん
でしまったかのよう。ヒン
ヤリとした空気が漂い、幻
想的で神秘的。言葉で表現
できない独特の雰囲気です。

（宇都宮大学） （林野庁）

逆川源流
（学習院光徳小屋）

　思い切り飛び込みたくなるよ
うな、真っ青な滝つぼが神秘的
な滝。辿り着いてもパッと見は
滝が見えないその様子は、まさ
にカクレ滝。膝まで水に浸かり、
やっとの思いで見る滝は格別で
す。
　クマの痕跡が毎年多いので、
まさにイベントでみんなでワイ
ワイ行くべき場所といえるで
しょう。

　案内には記載していませ
んが、一部スノーシューコー
ス以外にも立ち入るため、
事前に許可を得ています。
冬のイベントに参加された
方は、ソリ滑りをした場所
を覚えていませんか？その
場所です！
　このように、「実は許可を
取っている」パターンもあ
るのです。

　敷地内に入らせていただくた
め、事前にご挨拶に伺います。
　「湧き水は地中から湧いてい
る」というのがはっきりと分か
る、貴重な場所です。砂を巻き
上げて勢いよく水が湧く様子
に、自然のエネルギーを直に感
じることができます。
　冬もイベントでお世話になっ
ている、癒しのスポットです。

（林野庁）

許可を得て実施しているイベントの一例
QA
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※林野庁




